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校長メッセージ 

 

 本学園中高一貫部のホームページをご覧いただきまして、ありがとうございます。また、本校(中

高一貫部)においては、日頃から多くの方々からのご期待やご協力をいただいており、感謝申し上

げます。 

そのようななかにあって、咋年度(平成 28年度)の大学進学に対する実績を踏まえて、教科指導

および進路指導など早急に見直さなければならない点があると考えています。 

何よりも当職が生徒の自己実現に向けた適切な学校運営が実践できていなかったことです。そ

の反省のうえに立って、次のような改善策を実施することとします。 

まずは教科指導です。本校で実施している「探究型授業」をより徹底しなければならないと考

えます。生徒自身から学ぶ姿勢や力を引き出し、具体的な独習に結びつける授業を展開していか

なければならないと考えています。このことは、受験間近な時期にあっても同様です。授業の内

容や授業方法についてより充実させ、質的向上を図ります。 

 つぎに進路指導です。何よりも大切なことは、生徒のモチベーションを高めることにあると考

えています。生徒個人の状況をより詳細に把握し、前向きな意欲を育てることができるように、

進路学習指導部と学年とがこれまで以上により連携を深めます。そのうえで、生徒が学校生活の

さまざまな場面において、高い目標に向かって持続的に努力できるような、バランスの取れた力

を身につけさせる指導に結び付けたいと考えています。このことは受験期にあってはより言える

ことであり、すみやかに実践したいと思います。 

 最後に、当職自身が教頭とも協力のうえで、前述したことが実現できるよう学校運営の改善に

邁進したいと考えます。 

 

 なお今年度、大学への進学を準備している卒業生諸君に対しては、学校として今後も変わらず

皆さんをサポートします。志を高く持ち、掲げた目標を諦めることなく、最後まで受験勉強に取

り組み、来年度こそより良い自己実現ができるように、ともに努力しましょう。今後は学校から

連絡することもありますが、事前に連絡をすれば、進路相談や指導などを受けることもできます。

連絡窓口は第 6学年次の担任に連絡すれば対応することができます。遠慮なく連絡し相談や指導

を受けてください。                                以上 


